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シュードタキライトの存在は地震発生時に摩擦熔融が起こる場合があることを明瞭に示している. 摩擦熔融が

起こるとすべり特性が変化するため, すべり面に働くシアストレスに大きな変化をひき起こすことが予想される. 

天然のシュードタキライトの厚みとすべり量の詳細な計測が Di Toro et al. (2005)においてなされた.  本発表

では, シュードタキライトの厚みとすべり量から, シアストレス, すべり速度, メルト層の温度分布が算出可能で

あることを摩擦熔融の数値計算を行なう事により示す. 

 

無限に広がったメルト層が二つの固体層にサンドイッチされている系を考える. 固体層が一定の相対速度 2V で

運動する. それにしたがってメルト層が引きずられ, 粘性により熱が発生する. 発生した熱は固体層に伝導し, 固

体層を融かしてメルト層が広がることになる. メルト層が広がるにしたがって固体層に働くシアストレスは減少

してゆく. 数値計算の結果, １）メルト層の厚さは時間の平方根に比例して増加し, ２）一方シアストレスは 1／

時間の平方根にしたがって減少することが明らかとなった. この結果は解が自己相似的になっている事を示して

いる. 

 

メルト層, 固体層の物性パラメータ（粘性係数, 熱伝導率, 融解の濳熱）が既知とすると, 解はすべり速度 V

にのみ依存する. さまざまな V で数値計算を行なうと, メルト層の厚さと Vとの関係がわかる. その中には, ちょ

うど天然のシュードタキライトの厚みとすべり量を再現するVが存在することになる. 数値計算から求めたこの関

係と解の自己相似性から, 以下のことが明らかとなった. １）すべり速度が一定の仮定の下で, 天然のシュードタ

キライトの厚みとすべり量から, すべり速度 V, シアストレスの時間変化, 温度分布の時間変化が算出可能である

こと. ２）シュードタキライトの厚みとすべり量は独立ではなく, 厚み／（すべり量の平方根）の比に解は依存す

ること. ３）一組のシュードタキライトの厚み＋すべり量に対し, 可能な解が二通り存在すること. ４）厚み／（す

べり量の平方根）には最大値が存在すること. つまり, 特定の厚み以上のシュードタキライトは摩擦熔融では作り

得ないこと. 

 

さらに Di Toro et al. (2005)の実測値との比較から, メルト層の熱伝導率が固体層の熱伝導率よりも 10 倍程

度大きくなければならないことが明らかとなった. これは幅射による熱輸送が摩擦熔融において重要である事を

示している. 


